
令和７年１０月３１日（金） 
第７学年 親子ふれあい校外研修（地域探検） 

地域のよさを知り、地域とかかわり、地域を発展させる生徒をめざして、７年生は、総合的な学習の時間において、
「地域探検」を１０月３１日（金）午前中に行いました。今回の活動は、各班にわかれて、飯塚市とその周辺の地域の有
名な場所（４コースのうち１コース選択）に、バスで行き、与えられた課題を班員と力を合わせて解決するというウォー
クラリーでした。親子ふれあい行事として、保護者３０名が参加してくださいました。子どもたちにとっては、新たな発
見や気づきがあり、有意義な半日になったと思います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

（コース） 

〇 王塚装飾古墳、飯塚市歴史資料館 

〇 飯塚市歴史資料館、旧伊藤伝右衛門邸 

〇 旧伊藤伝右衛門邸、嚢祖八幡宮・本町商店街 

〇 羊羹工房渕上、嚢祖八幡宮・本町商店街 

（旧伊藤伝右衛門邸課題例の一部） 
〇 伊藤伝衛門邸の部屋の数は？ 
〇 食堂の食器棚に描かれている植物と生物は何ですか？ 

（生徒感想） 
〇 協力して課題を解くことができてよかったです。 
〇 みんながしっかり集団行動ができていて、よかったで 
す。はじめて伊藤伝衛門邸に行って楽しかったです。 

〇 班のみんなで行動する楽しさや課題に答える楽しさが 
 ありました。 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
令和７年１１月２７日（木） 

第８学年 職業人による「夢授業」   
ワークショップ形式で（２０分の活動を３回）で職業人から話をきいたり、実演をみたり、体験したりしま 

しました。 子どもたちは、交流活動を通して、働くことの意義や働く人の思いを知りました。 
〈来校された職業人〉    

理学療法士、海上自衛隊、陸上自衛隊、社会起業家、塾経営者、英語通訳、ドローンパイロット、アンガーマネジメント講師、鉄道
電気工事、カメラマン、保険業、市議会議員、社会福祉士、救急救命士、警察官、消防士、言語聴覚士 
(生徒の感想)  
〇 私は、医療系のドラマが好きで、理学療法士の話を聴けるのが楽しみでした。話をきいてとても大変な仕事だと感じました
が、人の命を守る仕事で感動しました。今後、理学療法士について調べて、将来に生かしたいと思いました。（１組） 
〇  保険業の仕事はとても大変だけどやりがいのある仕事だなぁと感じました。お金をあつかうのだけでなく、お客様ときちんと
相談しながらプランを考えていくことを知って保険業の新たな魅力を知ることができました。（２組） 
〇  塾経営者の話をきいて、仕事は、自分の思いを大切にすることと自分がだれかを幸せ、笑顔にしたいと思ってすることが大
切だと思いました。今後の生き方の参考になりました。（３組） 
〇  社会企業家の話をききました。仕事は全部完璧をめざすのではなく、優先順位を決めてやることが大切だとわかりました。
今後の生活にいかしたいと思いました。（３組） 

 

 

し 

 

令和７年７月１４日（月）   命の大切さを学ぶ教室 
犯罪や交通事故によって大切な家族を亡くした被害者遺族から、中学生に対して、被害によって受ける

様々な苦しみ、子どもを亡くした親の思い、二度と同じような犠牲者が出ないことへの願いなどといった命
や思いやりの大切さを直接語りかけられました。また、福岡県警察本部や飯塚警察署も来校されました。 

讀賣新聞７月１７日（木）筑豊版 

  

 



令和７年６月３０日（月） 
第９学年 一日校外研修（企業訪問、スペース LABO） 

 

 ６月３０日（月）、９年生は一日校外研修を行いました。保護者は、７名参加していただきました。朝８時半に

学校を出発して、午前中は、総合的な学習の時間で「筑豊地区の企業が抱える課題を解決することを通して、自

己の生き方や身近な社会のかかわり方について考える。」活動の一つで、学級ごとに企業を訪問しました。 

１組 アイテックシステム株式会社（飯塚市横田）見学   

２組 一番食品株式会社（飯塚市伊川）見学 

３組 フジキ印刷株式会社（飯塚市伊岐須）見学 

学級ごとに共通課題があります。 

１組の共通課題は、「人材不足の中で働きがいがある会社にするためにどうしたらいいか」です。 

 ２組の共通課題は、「採用（応募）を増やすためにはどうしたらいいか」です。 

 ３組の共通課題は、「新しく変わった新社名、業務内容をより多くの方々に知っていただくにはどうしたら 

いいか。」です。 

※ この活動は、讀賣新聞７月１日（火）筑豊版に掲載されました。 

 

午後は、スペース LABO（北九州市博物館）に行き、プラネタリウム体験や 

展示等見学を行いました。「スペース LABO」は、国内最大級のプラネタリウム 

や大型竜巻発生装置などを備えた、体験・体感型の科学館です。最新の科学 

技術を使った展示や実験を通じて、科学の面白さを体感できました。 

 
総合的な学習の時間（グローバルタイム）においては、探究学習の４つのプロセス（「課題の設定」「情報の取集」「整理・分

析」「まとめ・表現」）を行います。また、総合的な学習の時間の前後に、関連のある教科、学級活動や道徳科等を教科等横断的

に行います。 

 

                 一日校外研修を終えて 
〇 実際に企業をみて課題解決に向けてイメージができました。働いている人がやりがいを持って 

仕事をしているのがわかりました。（１組） 

〇 スペース LABO では、はじめてみたことや知ったことがたくさんありました。科学について 

興味がわきました。また、プラネタリウムを体験できてよかったです。（１組） 

〇 一番食品さんはたくさんの工夫をしていることがわかりました。今後もっとよくするためのア 

イデアを考えていきます。（２組） 

〇 フジキ印刷さんは、疑問に思っていたことを丁寧に答えていただき解決の参考になりました。 

（３組） 

〇 スペース LABO では、天体や科学を五感で感じられて楽しかったです。星座や科学に興味が 

持てました。（３組） 

 

 

 



讀賣新聞７月１日（火）筑豊版 



 



          

今から２４年前に「総合的な学習の時間」がはじまりました。鎮西中学校は、第１学年においては、
「大発見！八木山の宝」と題し、生徒に、「ひと（家族、地域の人、高齢者、専門家など）」、「もの（山、
川など自然環境、建造物、特産品など）」、「こと（風俗習慣、伝統行事、地域・家庭行事など）」にかか
わらせました。また、数年後、生徒会を中心に３年生全員を「校区ウォークラリー」に参加させました。
鎮西中学校では、他に職場体験、福祉体験なども行っていた時期もありました。職員の異動、コロナ禍
などもあり、活動はなくなっていきましたが、今回、十数年ぶりに、まちづくり協議会、体育振興会、
交流センターなどの協力で、再び、しかも、３年生（９年生）だけでなく全校生徒が「校区ウォークラ
リー」に参画することができました。 

 
自分達の暮らす地域に愛着を感じ、誇りをもてるということはすばらしいことです。地域への愛着

は、地域を理解することから始まると考えます。「校区ウォークラリー」を通して、古い歴史をもつ
鎮西地区の史跡・文化財を知り、よさを生徒自身に感じてほしいです。そして、そこで発見した感動
を大切にし、地域の一員としての自覚を高め、地域を発展・貢献させようとする生徒に育ってほしい
と願います。 
 

  

 

 

 

 

 

「校区ウォークラリー」令和７年１１月９日（日）  
１ 集合場所  

     〇 鎮西交流センター大研修室  
２ コース  

     〇 八木山地区（約９㎞） 八木山小学校と学校の往復はバス 
      八木山小学校→石坂りんご園→オズの館→竜王山登山道入口→千人塚→老松神社→ 
      貝原益軒学習の碑→八木山小学校（昼食）→益軒桜街道→農楽園→八木山小学校 
３ 競技の方法および参加上の注意など 
 〇 一般参加者は約１００名、生徒参加約３００名、スタッフ参加者約１００名  
 〇 １グループは４人か５人とする。グループごと３～４分おきに出発する。 
 〇 各ポイントでカードに通過スタンプを押してもらい、ゲームをして得点を記入する。 
 〇 昼食場所は、八木山小学校（カレーとお茶）とする。 
（生徒感想） 
〇 きつかったけど楽しいゲームがたくさんあったので、なんとか行けました。スタートから 

  ゴールまでたくさんのスタッフや地域の人がいて、とても感謝しています。とても楽し 
かったです。またやりたいです。（７年生） 

〇 地域の人や鎮西地区のことを今まで以上に知れたので楽しかったです。（７年生） 
〇 歩いていく中で、鎮西地区の人はみんな優しくてウォークラリーをしてよかったなぁと 

  思いました。（８年生） 
〇 スタッフとしての仕事をしっかりできました。これからもこういうボランティア活動 
をやってみたいです。（８年生） 

〇 八木山地区は、とても歴史がある場所だとわかりました。名所を巡り、地域の魅力を 
 再発見できました。（９年生） 
〇 スタッフとして参加しましたが、日頃話したことのない人といっしょに仕事ができ、 
いい経験になりました。楽しかったです。（９年生） 

 
〇 

 
〇 

讀賣新聞１１月２２日（土）（筑豊版） 



  
 

西日本新聞（筑豊版） 



 

 

  

 １１月１８日（火）文化庁独立行政法人日本芸術文化振興会劇団青い鳥による「正劇アラビアン・ナイト（スト

レート劇 別名千夜一夜物語）を大アリーナで上演しました。魔人に導かれ誠の勇気、真実の愛を知る事となる

少年少女たちの物語です。信じる心、命の尊さを描いた感動の作品です。 

 

 

 

 

  

 

「アラビアン・ナイト」   
令和７年１１日１８日（火） 

生徒の感想 

〇 とても迫力があって、声や動きもわかりやすくて映画館にいるようでした。体育館がひとつの劇場 
になっていたことに驚きました。劇の世界に入った気持ちになりました。（７年生） 

〇 迫力がある劇をしていて、とてもすごかったです。序盤の罠にかかったカラスが最後に出てきたこと 
に驚きました。命や友情の重さなどいろいろなことを考えることができました。（７年生） 

 〇 迫力があり、細部までこだわっていたステージと、とても上手な演技で、物語に没頭することができ 
ました。最後の場面の命の重さという言葉に共感しました。最後まで諦めずに頑張る姿に感動して自分 
も勇気づけられました。（８年生） 

 〇 このような劇を生でみることはなかったので、貴重な体験をする事ができました。内容がとてもおも 
しろく、とても楽しい時間を過ごすことができました。また、機会があればみたいです。（８年生） 

 〇 物語の世界へそのまま吸い込まれるような圧倒的な臨場感に満ちていた。今回の観劇を通して、舞台 

芸術に関心を持ったので、舞台芸術についてもっと詳しく調べてみたいです。（９年生） 
 〇 思いやりの心が自分にかえってくる。同時に悪いことをしたら巡り巡って自分に災いをもたらすこと 

も伝わってきました。そして、行動で人の気持ちが変化することも学べました。（９年生） 

保護者の感想 

〇 迫真の演技と大道具の迫力、その中で笑えるシーンもあり、とても楽しかったです。このような    
機会に参加できて本当によかったです。帰って子ども達とまた話したいです。 



 


